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『漢字』を多角的に学べる楽しい検定です！ 

 漢字の読み書きに加え『書き順』や『部首』などの問題も出題されます。 

ご入居者様が楽しんで取り組める問題構成となっています。 

 

１．漢検とは？？ 
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10級 4級 

2級 1級 

ex. 

『獅子女』 
『剣橋』 
何と読むでしょうか？ 
※準1級、1級は公開会場のみの受検となります 



『社会で認められている資格』です！ 
 年間受検者は222万人の、国内では最大規模の検定のひとつです。 

 

 

 

何歳からでも目標をもって挑戦できます！！ 
 3歳から101歳という幅広い年齢層の方が漢検に挑戦しています。 

 生涯学習として、また脳トレの一環として挑戦している方が大勢 

 いらっしゃいます！！ 
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１．漢検とは？？ 



脳を活性化させ、老化を防止！ 
漢字の読み書きでは前頭前野から側頭葉にかけての部位が働きます。漢字を書いて覚えるこ
とで脳の幅広い領域が一挙に強まり、記憶力や識別力が向上することがわかっています。 
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  ２．ご入居者様が漢検を受検するメリット 

漢字学習をする
ときに働く部位
はＡです 

1959年東京都生まれ。北海道 
大学理学部生物学科卒業。京都 
大学大学院理学研究科博士課程 
修了。エール大学医学部研究員、 
京都大学霊長類研究所助手、北 
海道大学医学研究科教授などを 
経て、2006年人間性脳科学研 
究所所長に就任。2011年から 
武蔵野学院大学国際コミュニケ 
ーション学部教授兼任。著書に 
『「学力」と「社会力」を伸ばす脳 
教育』（講談社）、『夢をかなえる 
脳』（WAVE出版）などがある。 

PROFILE 

脳科学者 

澤口 俊之 さん 

脳に適度な負荷をかけるために
は、漢字の書き取りで指を細かく
動かすことが効果的です！！ 

出典：『漢検ジャーナルvol.7』  特集記事(p.6)より 



目標ある生涯学習を通し、充実した毎日を送る！ 
 

漢字検定には『合格』というゴールがあります。 

級は1～10級の12段階に分かれているので、 

ご入居者様一人ひとりが 

お好きな級からチャレンジできます！！ 

     

                   

 

  ２．ご入居者様が漢検を受検するメリット 

自分に合った受検級を選
べるから安心！ 
目標を持って学べるわ！ 

脳トレのレクリエーションや認知症予防のリハビリ
の一環として漢検を導入している 

社会福祉施設や医療施設が増えています！！ 



 

施設内の活動の活性化が図れる！ 
『高齢者の方が満足いくレクリエーションを考えるのが大変だ』という、現場の方々のご意見
をよく耳にします。『漢字検定合格』という目標をひとつ据えるだけで、日頃の活動がより充
実したものになるはずです。 

 

家族や地域との『絆』を深めるイベントになる！ 
ご入居者様に以外にも、ご入居者様のご家族や地域の方々もご一緒に受検ができます。 

 

貴施設の認知度を高める！ 
協会から提供する会場認定ステッカーやのぼりを活用すれば、会場認定を受けていること
を外部に知らせることができます。先進的な取組みをする施設として、地域住民に認識され
ます。 

３.貴施設が漢検を実施するメリット 
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http://www.google.co.jp/imgres?start=287&sa=X&hl=ja&rlz=1T4LENP_jaJP525JP530&biw=1030&bih=475&tbm=isch&tbnid=E_xul0ciI1EYGM%3A&imgrefurl=http%3A%2F%2Ffree-illustrations.gatag.net%2F2014%2F02%2F01%2F100000.html&docid=ZZFxip449qB9gM&imgurl=http%3A%2F%2Ffree-illustrations-o01.gatag.net%2Fimages%2Fgi01a201402011000.png&w=3840&h=1713&ei=j64NU-32LM3klAWL3YCIDw&zoom=1&ved=0CKYCEIQcMF84yAE&iact=rc&dur=853&page=20&ndsp=16
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４.職員の皆様が漢検を受検するメリット 
 

職員の皆様とご入居者様の『絆』が深まる！ 
漢字検定は、職員の皆様とご入居者様が、同じ目線で一緒に取組めるコンテンツになります。 

『漢検合格』という共通の目標をもつことができるので、ご入居者様に難しい漢字や昔の学習方法を 

教えていただく、そんな場面が沢山生まれます。職員の皆様とご入居者様との間に、『支援』を越えた 

『相互の関係性』が築けます。 

 

 

職員の皆様のスキルアップに繋がる！ 
介護記録や日報などに誤字脱字がある場合がある、と伺います。漢検を通して、ご入居者様とのコミ
ュニケーションをとりながら、誤字の無い正確・適切な文章の作成が目指せます。 

また、漢検合格を『職員の努力を称賛する機会』として捉えれば、職員の自己肯定感や充実感を高め
ていくことにも繋がります。 

 

 

なるほど！ こう書くのよ 



競合乱立、超高齢化時代・・・ 

お客様のニーズが多様化する時代・・・ 

５．『この時代に』漢検を導入するメリット 
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小学生の漢検受検ニーズが高まって
います。近隣の小学生の受検を受け
入れてみてはいかがでしょうか？ 

『老人ホーム』が地域における『生涯学習拠点』となります。 
『この時代』だからこその、老人ホームの新しい在り方です。 

『地域交流』がｋｅｙ Ｗｏｒｄ！！ 
みんなが集まる場所 



                    

                         

                     

 

 

       検定実施３STEP 

①会場登録 
 (登録料は一切かかりません。申請書1枚＋施設のパンフレットの提出のみでご登録可能。
一度登録いただけば、その後の手続き不要。) 

②受検希望者を10名以上募る 
(グループ施設を含め10名集まれば実施可能) 

③受検申込み 
(申込用紙1枚をＦＡＸ/郵送、またはインターネットから) 

６．施設で漢検を実施できる 
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試験会場！！ 

一般の会場に足を運ぶ
のは難しい 

受検してみたい!! 

 ・・・が、日頃通いなれた施設で受検できるなら 

 



漢字サークル活動 
無償教材の準備がございます。 

ご活用ください。 

模擬試験会  
ご入居者様が合格できる、 

自信に繋がる適正級を決定！ 

検定日 
いつもと一味違う、 

イベントが開催できます。 

新鮮な緊張感！ 

表彰式イベントを 

開催してみてはいかがでしょうか？ 

７．実際の漢検活用イメージ 

検定日から 
約40日後 

結果返却 

受検者募集 
広報誌などで、 

検定開催を告知。 

申込手続き 

受検級、受検者数等 

必要事項記入の上 

FAXか郵送。 

試験監督 
検定時間を測る。 

解答用紙回収のち協会へ返送 
（届いた段ボール使用、着払い伝票付） 

請求書が届きましたら 
検定日前日までに 
お振込みください！！ 

結果返却 
結果が届くので 

受検者へ返却する。 

検定日 

検定日から 
約1ヶ月前 

検定日から 
約２ヶ月前 

自分に合った 
受検級を 
選べて安心！ 

http://www.google.co.jp/imgres?start=287&sa=X&hl=ja&rlz=1T4LENP_jaJP525JP530&biw=1030&bih=475&tbm=isch&tbnid=E_xul0ciI1EYGM:&imgrefurl=http://free-illustrations.gatag.net/2014/02/01/100000.html&docid=ZZFxip449qB9gM&imgurl=http://free-illustrations-o01.gatag.net/images/gi01a201402011000.png&w=3840&h=1713&ei=j64NU-32LM3klAWL3YCIDw&zoom=1&ved=0CKYCEIQcMF84yAE&iact=rc&dur=853&page=20&ndsp=16


ご高齢の方々のための特別対応 
問題・回答用紙の拡大コピー、コンピューターを通さない採点(非OCR採点)、検定時間の延長
などができます。(※ごく簡単な申請書を提出いただきます。) 

 

控除金を様々な活動にご活用いただけます 
検定運営経費としてご活用いただける控除金が発生します。控除金の用途は各団体様に一
任しておりますので、イベント運営費、日頃のリクリエーション費、試験監督費(謝礼)などに充
てることができます。 

 

練習問題の無償提供 
過去問題見本や漢検の季刊誌の無償提供を行っております。 

レクリエーションにこちらの無償教材を取り入れている施設が 

多数ございます。 

８．検定運営のためにできるご支援 
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